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令和４年４月 18 日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立茅ケ崎養護学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 

１年間の 

目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇主体的・対話的で深い

学びを実現する授業実践

とそのための授業改善を

行う。 

〇児童・生徒一人ひとり

のニーズにあわせた教育

を行う。 

〇カリキュラムマネジメ

ントの視点を踏まえ、教

育課程の編成に取組む。 

① 「主体的・対 
話的で深い学び」
の本校の捉えに基
づき、教育活動に
反映させる。 
 
②障害に応じた
ICT 機器の活用に
より、個に応じた
教育内容を充実さ
せる。 

① 具体的な視点 
の整理、指導案書
式を用いた学習活
動、授業改善を行
う。 
 
②視線入力装置、
iPad 等の ICT 機器
を活用する。 

① 「主体的・対話 
的で深い学び」の視
点を示し、指導案書
式に反映させ、授業
改善に繋げたか。 

 
②ICT 機器を児童・
生徒の理解促進のた
めに活用できたか。 
 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

〇きめ細やかな児童・生

徒指導・支援の充実を図

る。 

 

〇教育活動全体で人権の

視点に立った学校づくり

に取組む。 

①障害に応じた通
学支援を充実させ
る。 
 
 
②障害特性に応じ
た専門性の高い指
導を行い、人権を
尊重した指導や支
援を行う。 

①医療的ケアを必
要とする児童・生
徒のスクールバス
等の通学支援を行
う。 
②専門性を高める
ための研修を設定
する。さん付け呼
称に取り組む。 

①障害に応じた通学
支援が行えたか。 
 
 
 
②障害理解のための
研修会で専門性の向
上がみられたか。さ
ん付け呼称を推進で
きたか。 

     

３ 進路指導・支援 

〇本人のニーズや適性に

応じた、自己選択・自己

決定のための継続した指

導・支援に取組む。 

〇児童・生徒の自立と社

会参加に向けた主体的な

取組を支援する。 

①コロナ禍におけ
る、進路選択のた
めの情報発信を充
実させる。 
②児童・生徒一人
ひとりの自立・社
会参加に向けた学
習を充実させる。 

①事業所説明会の
実施方法、進路冊
子の情報掲載方法
を工夫する。 
②人とかかわる活
動、人に貢献する
活動を実施する。
高等部では成人に
関する学習を取り
入れる。 

①事業所説明会等の
情報発信の仕方に、
コロナ禍を踏まえた
工夫を取り入れた
か。 
②発達段階や障害に
応じた自立・社会参
加の活動に取り組め
たか。 

     

４ 地域等との協働 

〇学校と地域の双方で連

携・協働するための組織

的・継続的な仕組みを構

築する。 

〇地域における特別支援

教育のセンター的機能と

しての取組を推進し、共

生社会の実現に向け取組

む。 

①地域と連携した
防災システムを構
築する。地域連携
業務の整理を行
う。 
②地域のニーズを
把握して、ニーズ
に基づいた地域支
援を行う。 

①地域や企業と連
携した防災イベン
ト等に取り組む。
地域連携業務は、
学部と協働した取
り組みを行う。 
②学校コンサルテ
ーションの見直し
を行う。 

①地域や企業と連携
し、防災システムを
構築できたか。地域
連携業務の整理精選
ができたか。 
②学校コンサルテー
ションの見直しを進
め、有意義な学校支
援を行えたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

〇地域と一体となった安

全で安心な学校づくりに

取組む。 

〇教員が子どもたちと向

き合う時間を確保するた

めに、教員の働き方改革

を推進する。 

①安全に対するル
ールの見直しを進
める。 
②わかりやすく、
使いやすい教育環
境・職場環境を構
築する。 

①感染症対応や緊
急時の対応マニュ
アルを各チームで
見直す。 
②校内施設の整理
構造化、ICT 化、
グループ業務の精
選を行う。 

①状況に応じた基準
やマニュアルの整理
が行えたか。 
②校内の整理や構造
化、ICT 化を進める
ことができたか。 

     

 


